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(57)【要約】
【課題】高反射コントラスト、高透過コントラストが得
られる半透過型液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置は、反射領域２４と透過領域
２５とを有する。液晶駆動モードは、反射領域２４では
縦方向電界モードとし、透過領域では横方向電界モード
とする。反射領域２４には、λ／４位相差を有するλ／
４位相差板１６を配置する。偏光板１１の光学軸と、液
晶層１３の分子長軸方向とは、平行又は直交に配置する
。偏光板１１の光学軸と、λ／４位相差板１６の光学軸
とがなす角は、４５°又は１３５°にする。反射領域２
４では、λ／４位相差板１６によって、液晶層１３に円
偏光として入射させる。これにより、入射光の液晶の長
軸の配置角に対する感度がなくなり、そのために、偏光
板１１と、液晶の光学軸とが平行／直交していても、反
射モードがオンオフするようになる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射領域と透過領域とを有する半透過型液晶表示装置において、
　前記反射領域では液晶を縦方向電界モードで駆動し、前記透過領域では液晶を横方向電
界モードで駆動し、前記反射領域の液晶層よりも光入射側にλ／４位相差板を有し、液晶
を挟み込む一対の偏光板のうちの対向側の偏光板の光軸と液晶層の長軸とを平行又は直交
に配置したことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記λ／４位相差板の光学軸と前記偏光板の光学軸とがなす角度が、４５°又は１３５
°であることを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記透過領域で液晶を駆動するくし歯電極の延在方向が、前記反射領域と前記透過領域
との境界とほぼ平行であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記反射領域と前記透過領域との境界付近に、前記透過領域の画素電極が配置されてい
ることを特徴とする、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記反射領域と前記透過領域との境界では、前記透過領域の画素電極と、前記反射領域
の対向電極とがオーバーラップしないことを特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置
。
【請求項６】
　前記反射領域と前記透過領域との境界付近に、前記透過領域の共通電極が配置されてい
ることを特徴とする、請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記反射領域と前記透過領域との境界では、前記共通電極と、前記反射領域の対向電極
とがオーバーラップすることを特徴とする、請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記反射領域の対向電極及び共通電極と、前記透過領域の共通電極とが、互いに反転し
た信号により駆動されることを特徴とする、請求項１～７の何れか一に記載の液晶表示装
置。
【請求項９】
　前記透過領域の共通電極に第１の共通電極信号を供給する第１の周辺共通電極信号配線
、及び、前記反射領域の共通電極に第２の共通電極信号を供給する第２の共通電極信号配
線が、表示部の周囲に形成されており、前記第１の周辺共通電極信号配線が、前記第２の
共通電極配線よりも表示部に対して内周側に形成されていることを特徴とする、請求項８
に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記反射領域の画素電極と、前記透過領域の画素電極とが、別個のスイッチング手段に
接続されており、反射領域のストレージ電極と、透過領域のストレージ電極とが別個に設
けられることを特徴とする、請求項８又は９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記反射領域の画素電極及び前記透過領域の画素電極と、前記反射領域の対向電極及び
共通電極と、前記透過領域の共通電極とが、ゲートライン反転で駆動される、請求項１～
１０の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　各画素がドット反転駆動で駆動されることを特徴とする、請求項１～１０の何れか一に
記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記反射領域の画素電極及び前記透過領域の画素電極がゲートライン反転で駆動され、
前記反射領域の対向電極及び共通電極と、前記透過領域の共通電極とがフレーム反転で駆
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動されることを特徴とする、請求項１～１０の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記反射領域の共通電極に供給する共通電極信号、及び、前記透過領域の共通電極に供
給する共通電極信号のそれぞれの信号振幅、及び、信号振幅中央値が独立に調整されるこ
とを特徴とする、請求項１～１３の何れか一に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４の何れか一に記載の液晶表示装置を備えることを特徴とする端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、更に詳しくは、反射領域と透過領域とを有する液晶表
示装置、及び、そのような液晶表示装置を用いた端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　半透過型液晶表示装置において、透過部にＩＰＳ（In Plane Switching）モードやＦＦ
Ｓ（Fringe Field Switching）といった横方向電界モードを採用する場合で、反射部に縦
方向電界モードを採用する場合には、通常の光学配置では、透過モードではノーマリーブ
ラックとして機能するものの、反射モードでは電圧をかけてもかけなくても常に“白表示
”となり、液晶がオンオフしない。特許文献１では、この問題を解決するため、反射部に
縦方向電界モードを採用し、対向基板側から見たときの偏光板と液晶層の配置角を、０°
又は９０°の通常の配置角にせず、４５°に配置した場合の例が述べられている。しかし
、この場合は、透過モードにおいて、液晶層内で光の偏光状態が変わるため、透過部の黒
表示性能が悪いという問題を有していた。
【０００３】
　また、透過部・反射部共に横方向電界モードを採用した場合には、特許文献２にも記載
されるように、黒表示と白表示とが反転し、通常の駆動方式において、透過領域がノーマ
リーブラック、反射領域がノーマリーホワイトになるという問題がある。この透過部と反
射部の白黒反転問題を解決する方式として、位相差板を反射部のみに設ける方式が提案さ
れている（例えば、特許文献３～６参照）。これらの方式は、大きくは２つの方式に分類
される。第１の方式は、反射モードが横方向電界モードであり、位相差板が対向基板側で
λ／２板相当、液晶層のリタデーションがλ／４板相当であり、対向側から見て、その下
に反射板があり、ノーマリーブラックモードとして動作するものである。第２の方式は、
反射モードが横方向電界モードであり、対向側には位相差板がなく、液晶層がλ／２板相
当で動作し、対向側から見てその下側にλ／４板があり、その下に反射板があり、ノーマ
リーブラックモードとして動作するものである。第１の方式及び第２の方式では、何れも
、“黒表示”時に（液晶層＋位相差板）で広帯域λ／４板として動作させている。
【０００４】
　特許文献３では、λ／２の位相差板を反射部に導入することで、白黒反転の問題を解決
している。具体的には、液晶層に横方向の電界を印加する半透過型ＩＰＳ方式において、
透過表示部は、透過型ＩＰＳ方式と同様に偏光板を全面に配置し、反射表示部には、リタ
デーションがλ／２の位相差板を形成し、かつ、反射表示部の液晶層のリタデーションを
λ／４とする構造を提案している。
【０００５】
　更に、透過部と反射部の白黒反転問題を解決する方式として、特許文献２では、反射モ
ードと透過モードで、階調が互いに反転する電圧を印加することにより、駆動的に白黒反
転問題を解決する方法（以下、反転駆動法）を提案している。以下、反転駆動について説
明する。図１２に、特許文献２に記載の液晶表示装置の画素構成を示す。各画素は、反射
領域５１に対応した第１共通電極５３と、透過領域５２に対応した第２共通電極５４と、
反射領域５１及び透過領域５２に共通のデータ信号が与えられる画素電極５５、５６とを
有する。反射領域５１では、画素電極５５と第１共通電極５３とによる電界によって液晶
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を駆動し、透過領域５２では、画素電極５６と第２共通電極５４とによる電界によって液
晶を駆動する。
【０００６】
　特許文献２では、第１共通電極５３に印加する信号と、第２共通電極５４に印加する信
号とを反転させる。例えば、画素電極５５、５６に５Ｖが印加されているときに、第１共
通電極５３を０Ｖ、第２共通電極５４を５Ｖとする。この場合、反射領域５１では液晶層
に５Ｖが印加され、透過領域５２では液晶層に０Ｖが印加される。これにより、反射領域
５１でのみ液晶層を回転させることができ、白黒反転の問題を解決することができる。
【特許文献１】特開２００３－３４４８３７号公報
【特許文献２】特開２００７－４１５７２号公報
【特許文献３】特開２００５－３３８２５６号公報
【特許文献４】特開２００６－１７１３７６号公報
【特許文献５】特開２００６－７１９７７号公報
【特許文献６】特開２００６－１３９２８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　反射部、透過部共に横方向電界モードで動作し、透過部と反射部が白黒反転する問題を
解決した特許文献２，３で開示された技術では、以下の問題点があった。特許文献２，３
共に、透過部は通常の透過モードの横方向電界モードであり、液晶の光学軸（長軸）と偏
光板の軸が平行又は直交となる構成をとっている。そのため、入射光である直線偏光に対
し、液晶の光学軸は角度を持っていないため、液晶のリタデーションに関係なく、出射光
も入射光と同じ直線偏光状態を保つ。そのため、出射側の偏光板の光学軸を、出射光に対
して垂直に配置すれば、液晶のリタデーションに関係なく、黒表示が得られる。従って、
視野角依存性が少なく、色分散の少なく、液晶のギャップ変動に強い“黒表示”がえられ
る。
【０００８】
　一方、特許文献２、３共に、反射部は、“黒表示時”に入射光に対して液晶の光学軸（
長軸）が４５°回転した角度で配置され、液晶のリタデーションをλ／４で構成し、液晶
をλ／４板として使い、入射光を直線偏光、反射面で円偏光となる使い方をして、黒表示
を実現している。そして、特許文献３では、反射と透過の白黒反転問題を、反射部のみに
λ／２板を配置することで、反射部のみ入射光のλ／２板で４５°回転することで、反射
部のみ入射光と液晶の長軸のなす角を４５°にすることを実現している。また、特許文献
２では、反射部のみ液晶駆動により４５°回転させることで、反射部のみ入射光と液晶の
長軸を４５°にすることを実現している。以上で、反射と透過の白黒反転問題を解決して
いる。
【０００９】
　上記のように、反射モードでは、黒表示時に直線偏光の入射光に対して、液晶の光学軸
（長軸）が直交又は平行となっておらず、４５°に配置されている。このため、液晶中で
入射光の偏光の状態が変わり、反射板に到達するときに円偏光となってはじめて“黒表示
”が実現されることになる。従って、液晶の複屈接率の波長分散、入射光の波長、液晶の
ギャップに対して依存性があり、反射の“黒表示”に視野角依存性、色分散があり、また
液晶のギャップ変動に対して“黒浮き”が生じ、反射の高コントラストが得にくい問題点
を有した。そのため、横方向電界モードの半透過型液晶表示装置は、ＴＮ，ＥＣＢ，ＶＡ
方式等の縦方向モードの半透過型液晶表示装置に比べて、透過モードで透過コントラスト
や視野角などの性能は優れるが、反射モードで反射コントラストが低く、反射モードでの
性能が劣る問題点を有した。
【００１０】
　また、反射部が縦方向電界モードで動作し、透過部が横方向電界モードで動作する特許
文献１の液晶表示装置では、通常の光学配置では、透過モードではノーマリーブラックと



(5) JP 2008-287109 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

して機能するものの、反射モードでは液晶がオンオフしない。また、基板側から見たとき
の偏光板と液晶層の配置角を、４５°に配置した場合には、透過がノーマリーホワイト表
示であり、“黒表示”時に、液晶中で入射光は偏光の状態が変わっており、透過のコント
ラストが低い問題を有した。
【００１１】
　すなわち、透過モードを横方向電界モードで駆動する従来の半透過液晶表示装置では、
透過・反射共に高コントラストを得ることは困難であった。
【００１２】
　本発明は、透過モードが横方向電界モードで駆動される半透過型液晶表示装置に関し、
高反射コントラスト、高透過コントラストの得られるデバイス構造や、液晶表示装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明の液晶表示装置は、反射領域と透過領域とを有する
半透過型液晶表示装置において、前記反射領域では液晶を縦方向電界モードで駆動し、前
記透過領域では液晶を横方向電界モードで駆動し、前記反射領域の液晶層よりも光入射側
にλ／４位相差板を有し、液晶を挟み込む一対の偏光板のうちの対向側の偏光板の光軸と
液晶層の長軸とを平行又は直交に配置したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の液晶表示装置では、高反射コントラスト、高透過コントラストが得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　実施例の説明に先立って、上記目的を達成できる半透過型液晶表示装置について考察し
た結果について説明する。透過部が横方向電界モードで駆動される半透過型液晶表示装置
において、横方向電界モードの透過型液晶表示装置並みの優れた透過コントラスト特性、
視野角特性を得るためには、半透過型液晶表示装置においても、透過部においては、透過
型と同じ偏光板及び液晶層の光軸配置にする必要があると、発明者らは考えた。すなわち
、対向側偏光板と液晶層の長軸との光学配置を平行又は直交させ、さらに、ＴＦＴ基板側
偏光板を対向側偏光板と直交させる配置角を採用した。
【００１６】
　また、反射部では、入射光と反射光が自己補償するので、通常の縦方向電界駆動の方が
、開口率の面からも有利だと考えた。この場合に、反射部では電圧をかけてもかけなくて
も、常に“白表示”となり液晶がオンオフしない問題点を回避することを考えた。反射部
で、液晶がオンオフしないのは、電圧をかけない場合、液晶層は任意の入射光に対しては
一般に屈折率異方性はもっているものの、入射光の偏光面と、液晶層の軸が平行であるた
め、入射光は液晶層の屈折率異方性を感じないからである。また電圧をかけた場合には、
液晶が立っているため、任意の入射光に対して、屈折率異方性がないためである。これら
を回避すべく、反射部に、λ／４位相差板を導入することを考えた。これにより、従来、
常に“白表示”となっていたものが、ノーマリーホワイトで電圧をかけないで“白表示”
、電圧をかけて“黒表示”とすることが可能となった。
【００１７】
　すなわち、本発明で特徴的なことは、偏光板の一方の光学軸が、液晶層の長軸の光学軸
に平行に配置されていることである。そして、この配置角では反射部にλ／４位相差板な
しでは光の偏光状態が変化しないのに対し、反射部にλ／４位相差板を導入し入射光を円
偏光にしたために、液晶の長軸方向への感度がなくなり、液晶層内で偏光状態が変化する
ようになったことで反射のオンオフを実現していることである。これにより、透過部を通
常の透過型液晶表示装置の光学配置で横方向電界駆動しながら、反射部を縦方向電界モー
ドで駆動することが初めて可能となった。このため、従来の縦方向電界モードの１つであ
るノーマリーホワイトのＥＣＢモードにλ／４位相差板を導入することとは思想が異なる
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。ＥＣＢモードの場合、λ／４位相差板の導入の理由はノーマリーブラックからノーマリ
ーホワイトに変換しているにすぎない。
【００１８】
　以下、図面を参照し、本発明の実施例を詳細に説明する。図１に、本発明の一実施例の
半透過型液晶表示装置を示す。この半透過型液晶表示装置は、反射領域を縦方向電界駆動
、透過領域を横方向電界駆動する液晶表示装置である。液晶表示装置は、例えば、携帯電
話機、ノートパソコン、ポータブルゲーム機等の端末装置に用いられる。図１（ａ）は、
液晶表示装置のセル断面を示している。また、図１（ｂ）は、対向基板側から見た各部の
軸配置方向を示し、図１（ｃ）は、液晶表示装置における動作を示している。図１（ａ）
に示すように、半透過型液晶表示装置は、下部側基板（ＴＦＴ基板）１４と、対向基板１
２と、両基板間に狭持されている液晶層１３と、下部側基板の下方に配置されているバッ
クライト装置（図示せず）を有し、ＴＦＴ基板１４及び対向基板１２の外側に、それぞれ
偏光板１５、１１を有している。
【００１９】
　液晶表示装置には、反射領域２４と透過領域２５が形成されている。反射領域２４では
ＴＦＴ基板１４の液晶層側に凹凸膜１７が形成され、凹凸膜１７上に反射板１８が形成さ
れ、反射板１８上に平坦化膜１９が形成され、平坦化膜１９上に反射画素電極２０が形成
されている。また、対向基板１２上には、反射画素電極２０に対向する位置に、透明な対
向電極２１が形成され、それと液晶層１３の反対側にλ／４位相差板１６が形成されてい
る。一方、透過領域２５には、ＴＦＴ基板１４の液晶層側に反射領域２４と共通の平坦化
膜１９が形成され、平坦化膜１９上に、横電界駆動電極が形成されている。横電界駆動電
極は、互いに平行な透過画素電極２２と透過共通電極２３とから構成され、透過画素電極
２２と透過共通電極２３との間の電界によって液晶層を駆動する。一般に、ＩＰＳ（In P
lane Switching）モードでは、透過画素電極２２及び透過共通電極２３は、基板面を上か
ら見るとくし歯状に形成されており、くし歯電極とも呼ばれる。
【００２０】
　図１（ａ）では、簡単化のため省略しているが、液晶層１３を狭持するＴＦＴ基板１４
及び対向基板１２のそれぞれ液晶層と接する面には、水平配向膜が形成されている。２つ
の水平配向膜による液晶配向方向のなす角度であるツイスト角は０°に設定する。また、
光の波長をλ、液晶の複屈折異方性をΔｎ，反射領域２４の液晶層１３のギャップをｄｒ
，透過領域の液晶層１３のギャップをｄｆとすると、反射領域２４では、Δｎ・ｄｒの積
がλ／４のとき、反射率が最大になる。同様に、透過領域２５では、Δｎ・ｄｆの積がλ
／２のとき、透過率が最大となる。そこで、反射領域２４では液晶層１３のギャップｄｒ
をｄｒ＝（λ／４）／Δｎに、透過領域２５では液晶層１３のギャップｄｆをｄｆ＝（λ
／４）／Δｎに設定する。なお、以上の説明では、反射画素電極２０と反射板１８とを別
個に形成したが、これらを同じものとして形成してもよい。すなわち、図２に示すように
、反射画素電極が、反射板を兼ねる構成としてもよい。
【００２１】
　図１（ｂ）に示すように、液晶層１３に電圧を印加しない状態では、反射領域２４及び
透過領域２５の下部側の偏光板１５の配置角を９０°とする。この場合、対向側の偏光板
１１の配置角は０°、液晶層１３の配置角は０°、λ／４位相差板１６の配置角は４５°
に設定する。このように設定したときの液晶表示装置の動作を、図１（ｃ）に示す。各光
学素子の光学軸は、以下のように設定されている。対向側の偏光板１１の光学軸（０°）
が、液晶層１３の長軸の光学軸（０°）と平行に配置され、λ／４位相差板１６と対向側
の偏光板１１との光学軸のなす角度が４５°に設定されている。また、ＴＦＴ基板１４側
の偏光板１５の光学軸は、対向基板１２側の偏光板１１の光学軸と直交して（９０°）配
置されている。
【００２２】
　反射画素電極２０と対向電極２１との間に電圧が印加されない状態では、偏光板１１を
通過した配置角０°の直線偏光は、λ／４位相差板１６を通過して右回りの円偏光になり
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、更にλ／４のリタデーションをもつ液晶層１３を通過して直線偏光状態になって反射板
１８に達する。反射板１８に入射した光は、直線偏光状態を保ったまま、反射板１８を反
射し、液晶層１３を通過し、再度右回り円偏光となった後、λ／４位相差板１６を通過し
て配置角０°の直線偏光となり、偏光板を通過する。そのため、白表示となる。
【００２３】
　一方、反射画素電極２０と対向電極２１とに電圧を印加した状態では、液晶層１３の液
晶分子は垂直方向に立ち上がる。この場合、偏光板１１を通過した配置角０°の直線偏光
は、λ／４位相差板１６を通過して右回り円偏光となり、液晶層１３は立っているので、
そのまま右回り円偏光として反射板１８に到達する。右回り円偏光として到達した光は、
反射板１８により左回り円偏光に偏光状態を変え、液晶層１３を通過した後、左回り円偏
光として、λ／４位相差板１６に入射する。その後、偏光板１１に、配置角９０°の直線
偏光として入射し、偏光板１１に吸収される。従って、黒表示となる。すなわち、反射モ
ードはノーマリーホワイト表示となる。
【００２４】
　透過領域２５については、以下のように動作する。液晶層１３に電圧がかからない状態
では、偏光板１５を通過した直線偏光（配置角９０°）は、液晶層１３を通過して配置角
９０°の直線偏光になり、配置角０°の偏光板１１を出射できず、黒表示になる。液晶層
１３に電圧がかかった状態では、液晶の配置角４５°に変化する。偏光板１５を通過した
直線偏光は、液晶層１３を通過して配置角０°の直線偏光になり、配置角０°の偏光板１
１を出射する。従って、白表示になる。すなわち、反射モードは、ノーマリーブラックに
なる。
【００２５】
　ここでのポイントは、透過モードを通常のＩＰＳモードの透過モードとして機能させる
ために、液晶の配置角と対向の偏光板１１との配置角を、平行（０°）または直交（９０
°）に配置していることである。更に、反射モードをオンオフさせるために、反射部のみ
にλ／４位相差板１６を導入し、円偏光として液晶層１３に入射させている。円偏光とし
て液晶層１３に入射させることで、入射光の液晶の長軸の配置角に対する感度がなくなり
、そのために、偏光板１１と、液晶の光学軸とが平行或いは直交していても、反射モード
がオンオフするようになったといえる。
【００２６】
　次に、本発明者らは、反射を縦方向電界モードで動かし、透過を横方向電界モードで動
かすための最適な画素レイアウトについて検討した。検討に用いたパターンを、図３（ａ
）～（ｃ）に示す。図３（ａ）は、透過部のくし歯状の画素電極がＹ方向に延引され、反
射部と透過部の境界がＹ方向の上下にわかれている場合である。液晶のラビング方向は、
Ｙ方向を０°として、時計周りに１５°の方向にラビングされている。図３（ｂ）は、透
過部のくし歯画素電極がＸ方向に延引され、反射部と透過部の境界がＹ方向の上下に分か
れている場合である。液晶のラビング方向は、Ｙ方向を０°として、時計回りに１０５°
の方向にラビングされている。また、透過部と反射部の境界には、透過共通電極ではなく
、透過画素電極が配置され、その対向側には対向電極がオーバーラップしていない構造と
している。図３（ｃ）は、透過部のくし歯電極が、Ｘ方向に延引され、反射部と透過部の
境界がＹ方向の上下に分かれている場合である。この場合、液晶のラビング方向は、Ｙ方
向を０°として、時計周りに１０５°の方向でラビングされている。また、透過部と反射
部の境界には透過画素電極ではなく、透過共通電極が配置され、その対向側には対向電極
がオーバーラップした構造とした。
【００２７】
　まず、図３（ａ）の場合には、反射透過境界領域で、くし歯と平行な電界が発生してし
まう。そのため、本来、境界領域では液晶が時計まわりに横方向に回転しなくてはならな
いところ、反時計まわりに回転しながら反射側に立とうとするトルクが働き、ディスクリ
ネーションが発生した。また、この横方向に動こうとする液晶と、縦方向に動こうとする
液晶との境界が、透過部側に侵入し、ディスクリネーションが透過部側に侵入して、残像
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やコントラスト低下などの透過表示品位が落ちる不具合が発生した。
【００２８】
　次いで、図３（ｂ）の場合には、反射透過境界領域において対向側に対向電極が配置さ
れていないこともあり、透過モードにおいて、反射透過の境界領域でくし歯と直交した電
界が発生し、これは本来、透過領域で液晶が回ろうとする方向と一致するため、透過領域
の横方向に回ろうとする電界と反射領域で縦方向に立ち上がろうとする液晶とが連続的に
つながり、図３（ａ）とは異なり、ディスクリネーションが発生しにくく、透過側への進
入がないことがわかった。
【００２９】
　図３（ｃ）の場合には、反射透過境界領域において、対向側に対向電極があり、その下
には透過共通電極が配置されているため、反射透過の境界領域で、常に縦方向の電界が発
生し、液晶がたつことになる。また、くし歯電極と境界領域の電界が直交していることは
図３（ｂ）と同様のため、透過領域で横方向に回ろうとする液晶は、境界領域で縦に立と
うとする液晶と連続的につながり、かつ、境界領域が安定することがわかった。これによ
り、透過部のコントラスト向上を図ることができ、残像の発生を回避できる。
【００３０】
　ところで、上記のように、本実施例では、反射がノーマリーホワイトモード、透過がノ
ーマリーブラックモードで動作しており、発明者らが先に発明した反転駆動法の適用をす
る必要がある。しかし、適用にあたり、反射モードを縦電界駆動するため、反射用ストレ
ージ電極線を導入するといった、特許文献３ではしなかったポイントが必要になる。以下
に、反射モードが縦方向電界モードの反転駆動方法について述べる。
【００３１】
　図４に、本実施例の駆動方法を説明するための液晶表示装置の等価回路を示す。同図に
示すように、ＴＦＴ基板１４上（図１）には、スイッチング手段であるＴＦＴを制御する
ための制御線としてのゲート線３１と、ＴＦＴを介して画素電極に画素電極電圧を供給す
るためのデータ線３２とが、互いに直交して形成される。また、ゲート線３１及びデータ
線３２の交点付近には、反射領域及び透過領域に対応して、ＴＦＴ３３及びＴＦＴ３４が
形成される。ＴＦＴ３３及びＴＦＴ３４は、それぞれソース・ドレインの一方をデータ線
３２に接続し、他方を、それぞれ反射領域２４に対応する画素電極２０及び透過領域２５
に対応する画素電極２２に接続する。
【００３２】
　第１の共通電極（透過共通電極）２３及び第２の共通電極３５は、それぞれ、透過領域
２５及び反射領域２４に対応して配置される。第２の共通電極３５は、反射画素電極のス
トレージ容量として機能するためのストレージ電極として機能している。第１共通電極２
３は、透過領域２５で、画素電極２２と基板平面内で対向する位置に形成され、透過画素
電極２２に対する基準電位線としての役割とストレージ電極としての役割を兼ね備えてい
る。反射領域２４には、さらに対向電極２１（図１）が設けられており、反射画素電極２
０に対する基準電位線としての役割を兼ね備えている。
【００３３】
　ここで、反射領域２４用の画素電極、及び、透過領域２５用の画素電極は、それぞれ異
なるＴＦＴ３３及びＴＦＴ３４に接続されている。しかし、ＴＦＴ３３及びＴＦＴ３４は
同一のゲート線３１及び同一のデータ線３２に接続されている。このため、ＴＦＴがオン
した場合には、反射画素電極２０及び透過画素電極２２に書き込まれる画素信号は同じで
ある。反射領域２４では、反射画素電極２０と対向電極２１との間の電位差に応じた電界
により液晶層の配向が制御される。一方、透過領域２５では、画素電極２２と透過共通電
極２３の間の電位差に応じた電界により、液晶層の配向が制御される。また、反射領域２
４と透過領域２５とに対応して、反射領域用の反射ストレージ容量が、第２共通電極３５
と反射画素電極２０とにより形成され、透過領域用の透過ストレージ容量が、共通電極２
３と透過画素電極２２とにより形成されている。
【００３４】
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　図５（ａ）は、ある局面における反射領域の駆動信号波形の様子を示し、同図（ｂ）は
同じその局面における透過領域の駆動波形を示している。共通電極信号及びデータ信号は
、ゲートライン反転駆動では、ゲートラインごとに反転駆動される。対向電極信号及び第
２共通信号とは、同じ信号が入力され、第１共通電極信号は、第２共通信号と反転された
信号が印加される。
【００３５】
　画素電極２０及び２２には、例えば０Ｖ～５Ｖの間の任意の画素信号が供給される。Ｔ
ＦＴ３３及び３４は同じデータ線３２に接続されているため、画素電極２０及び２２に供
給される画素信号は共通である。図５（ａ）に示すように、画素電極２０に０Ｖのデータ
信号が供給され、対向電極２１に５Ｖの信号が印加されるときには、画素電極２０と対向
電極２１の間の電位差は最大で５Ｖとなり、反射領域２４ではこの５Ｖの電位差による電
界で液晶層が駆動される。この場合、反射領域２４はノーマリーホワイトモードのため、
黒表示される。一方、透過領域２５では、同図（ｂ）に示すように、共通電極２３には０
Ｖの信号が印加されるため、画素電極２２と共通電極２３の間の電位差は０Ｖとなり、液
晶層が駆動されてない。透過領域２５はノーマリーブラックモードのため、黒表示される
。
【００３６】
　図６（ａ）は、図５とは異なる局面における反射領域の駆動信号波形の様子を示し、図
６（ｂ）は、その局面における透過領域の駆動信号波形を示している。図６（ａ）に示す
信号が印加された状態では、画素電極２０と対向電極２１との間には電界が発生せず、一
方図６（ｂ）に示す信号が印加された状態では、透過領域２５内の液晶層の液晶分子は、
画素電極２２と共通電極２３との間の電界により、透過領域２５ではこの５Ｖの電位差に
よる電界で液晶層が駆動される。反射領域２４はノーマリーホワイトモードで、電圧がか
からないため、白表示となり、透過領域２５はノーマリーブラックモードで、電圧がかか
っているので、白表示される。
【００３７】
　次に、同じ画素信号を反射領域用の画素電極と、透過領域用の画素電極に書き込むにも
かかわらず、反射領域用のＴＦＴ，透過領域用のＴＦＴとわけた理由、更に、反射・透過
それぞれのストレージ容量を設け、しかも共通電極（透過）と各画素電極とのオーバーラ
ップにより形成するのではなく、第２共通電極３５をわざわざ設けて、第２共通電極３５
と反射画素電極２０とにより反射ストレージ電極を設け、第１共通電極２３と透過画素電
極２２とにより透過ストレージ電極を設けた理由につき、説明を行う。
【００３８】
　図７は、反射画素電極及び透過画素電極に、画素信号を供給した後のそれぞれの画素電
極信号の電位変化を示している。例えば、ゲートライン反転駆動では、行ごとに駆動極性
を反転させるため、ゲート線にゲート信号パルスが印加されてから、次のフレームでゲー
ト線にゲート信号パルスが印加されるまでの間、反射対向電極２１及び透過第１共通電極
２３は、各行での極性にあわせて反転を繰り返す。このゲートオフ時にも、反射画素電極
２０及び透過画素電極２２は、共通電極の変動に同期して、画素電極電圧が変動しなくて
はならない。
【００３９】
　透過領域２５では、共通電極２３がストレージ電極を兼ねているために、透過画素電極
２２は、ＴＦＴ３４がオフになりデータ線３２から切り離されてフローティングにある状
態では、透過画素電極２２と共通電極２３との容量結合により、書き込み時の電位差を保
ったまま変動する（図７（ｂ））。一方、反射領域２４では、対向電極２１とストレージ
電極とが別にあり、それぞれが、液晶容量とストレージ容量とを介して、反射画素電極２
０と容量結合している。そのため、対向電極信号と反射ストレージ線信号とに、同じ極性
の信号が入らずに、例えば、透過の共通電極信号と同じ反転信号が入った場合、反射電極
は書き込み時の電位差を保ったまま、変動することが不可能になる。つまり、図７（ａ）
に示すように電圧変動することが不可能となる。このため、ストレージ電極を、反射／透
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過共に透過用の共通電極線に共通化するのではなく、反射用の共通電極線をわざわざ設け
て、反射共通電極と反射画素電極とにより反射ストレージ電極を設け、透過共通電極と透
過画素電極により透過ストレージ電極を設けることが必要になった。これにより、反射部
の電圧保持性能が向上し、反射コントラストを向上させることができる。
【００４０】
　ここまででは、１画素のみに注目して説明を行った。以下、これらをｍ行ｎ列のパネル
表示部全体の駆動方法に適用する場合について説明する。反射領域には、反射用対向電極
が対向基板側に、透過領域には、透過用の第１共通電極がＴＦＴ基板側に設けられている
。また、反射領域には、反射ストレージ用の第２共通電極がＴＦＴ基板側に設けられてい
る。第１共通電極には共通電極信号ＣＯＭが供給され、第２共通電極及び対向電極には、
その反転信号~ＣＯＭが供給される。行ごとに形成された第１共通電極線及び第２共通電
極線は、それぞれ、表示部外の周辺領域において、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線
、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線に接続されている。
【００４１】
　液晶ドライバーは、入力された画素信号とタイミング信号とに基づいて、ゲート線に供
給するゲート信号と、データ線に供給するデータ信号と、共通電極信号ＣＯＭとを生成す
る。共通電極信号は、反転ＣＯＭ信号生成用のＶＣＯＭ－ＩＣに入力されて、ＶＣＯＭ－
ＩＣにて反転ＣＯＭ信号~ＣＯＭが生成される。ＣＯＭ信号は、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿
ＣＯＭ＿１線に供給され、~ＣＯＭ信号はＰｅｒｉｐｈｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線に供給され
る。データ信号は、ラインごとに反転するゲートライン反転信号であり、ＣＯＭ信号、~
ＣＯＭ信号も、ラインごとに反転するゲートライン反転信号である。
【００４２】
　図８に、白表示状態及び黒表示状態での、各画素における画素電圧と、反射及び透過の
ＣＯＭ電圧を示す。画素電圧はゲートライン反転であり、ＣＯＭ信号、反転ＣＯＭ信号（
~ＣＯＭ）もゲートライン反転駆動を行っている。すなわち、あるフレームでみると、Ｃ
ＯＭ信号は５Ｖ→０Ｖ→５Ｖとライン選択期間ごとに反転しており、~ＣＯＭ信号も、０
Ｖ→５Ｖ→０ＶとＣＯＭ信号と逆相で、ライン選択期間ごとに反転している。以下では、
画素（ｍ行、ｎ列）の反射用共通電極（第２共通電極３５）をｃｏｍｒ（ｍ，ｎ）、透過
用共通電極（第１共通電極２３）をｃｏｍｔ（ｍ，ｎ）とする。
【００４３】
　まず、白表示状態について説明する。白表示状態（図８（ａ））では、第ｍ行の反射画
素電位及び透過画素電位は共に５Ｖである。第ｍ行の反射画素の対向電極は、反転ＣＯＭ
信号~ＣＯＭを供給されており、第ｍライン選択時には５Ｖである。第ｍ行の透過画素の
共通電極ｃｏｍｔ（ｍ，ｎ）は、ＣＯＭ信号を供給するＣＯＭ＿１（ｍ）線に接続されて
おり、第ｍライン選択時には、共通電極線ＣＯＭ＿１（ｍ）は０Ｖである。この場合、反
射部の液晶には｜（反射画素電位）－（反射共通電位）｜＝０Ｖが印加され、透過部の液
晶には｜（透過画素電位）－（透過共通電極電位）｜＝５Ｖが印加されるので、白表示と
なる。
【００４４】
　一方、第（ｍ＋１）行では、画素電位（データ線）及び共通電極電位共にゲートライン
反転のため、反射画素電位及び透過画素電位は共に０Ｖである。第（ｍ＋１）行の反射画
素の反射対向電極は、反射ＣＯＭ信号~ＣＯＭは第（ｍ＋１）ライン選択時には、０Ｖで
ある。第（ｍ＋１）行の透過画素の透過共通電極ｃｏｍｔ（ｍ＋１，ｎ）は、ＣＯＭ信号
を供給するＣＯＭ＿１（ｍ＋１）線に接続されており、第（ｍ＋１）ライン選択時には、
５Ｖである。この場合、反射部の液晶には０Ｖが印加され、透過部の液晶には５Ｖが印加
されるので、このラインも白表示となる。以下（ｍ＋２）行はｍ行と同じである。
【００４５】
　次に、黒表示状態について説明する。黒表示状態（図８（ｂ））では、第ｍ行の反射画
素電位及び透過画素電位は共に０Ｖである。第ｍ行の反射画素の対向電極は、反転ＣＯＭ
信号~ＣＯＭが供給されており、第ｍライン選択時には、５Ｖである。第ｍ行の透過画素
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の共通電極ｃｏｍｔ（ｍ，ｎ）は、ＣＯＭ信号を供給するＣＯＭ＿１（ｍ）線に接続され
ており、第ｍライン選択時には、共通電極線ＣＯＭ＿１（ｍ）は０Ｖである。この場合、
反射部の液晶には｜（反射画素電位）－（反射共通電位）｜＝５Ｖが印加され、透過部の
液晶には｜（透過画素電位）－（透過共通電極電位）｜＝０Ｖが印加されるので黒表示と
なる。
【００４６】
　一方、第（ｍ＋１）行では、画素電位（データ線）及び共通電極電位共にゲートライン
反転のため、反射画素電位及び透過画素電位は共に５Ｖである。第（ｍ＋１）行の反射画
素の反射対向電極は、反射ＣＯＭ信号~ＣＯＭを供給されており、第（ｍ＋１）ライン選
択時には、０Ｖである。第（ｍ＋１）行の透過画素の透過共通電極ｃｏｍｔ（ｍ＋１，ｎ
）は、ＣＯＭ信号を供給するＣＯＭ＿１（ｍ＋１）線に接続されており、第（ｍ＋１）ラ
イン選択時には、５Ｖである。この場合、反射部の液晶には５Ｖが印加され、透過部の液
晶には０Ｖが印加されるので、このラインも黒表示となる。以下（ｍ＋２）行はｍ行と同
じである。
【００４７】
　続いて、パネル内部のＣＯＭ線に信号を供給するための、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯ
Ｍ＿２線、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線の引き回しやドライバーとの接続につい
て詳細を述べる。図９に、好ましい形態の引き回しを示す。ドライバーから出力されるＣ
ＯＭ信号は、透過部のＣＯＭ信号を供給するＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線に供給
される。また、このＣＯＭ信号を反転アンプＶＣＯＭ－ＩＣに入力し、反転信号~ＣＯＭ
を作り、それをＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線及び対向電極に供給する。これは、
ＶＣＯＭ－ＩＣで信号を反転増幅（反転減少）して、縦方向電界モードの反射モードと横
方向電界モードの透過モードでＶＴ／ＶＲ特性が一致しない問題を補正するために、表示
性能上要求の少ない反射部の反射共通電極信号をＶＣＯＭ－ＩＣで作るためである。仮に
、透過モードをＶＣＯＭ－ＩＣで作ったとすると、ドライバーをＶＣＯＭ－ＩＣの駆動電
圧を変えた場合、透過の黒表示時にオフセット電圧がかかるので、透過のコントラストが
劣化する。
【００４８】
　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線、ゲート線、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２
線の引き回し方法については、液晶パネルの表示部から外周部に向けて、Ｐｅｒｉｐｈｅ
ｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線、ゲート線、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線の配置とする。
このようにＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線を表示部に近い方に引き回す理由は、Ｐ
ｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線は、表示品位の要求の強い透過部に供給する線であり
、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線に比べて、抵抗値を十分に小さくして、ＣＯＭ信
号の時定数を小さくしないと、信号なまりにより横クロストークが発生する可能性がある
からである。一方Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線は、反射ストレージ線としてのみ
機能しており、透過信号に比べて要求が少ないためである。
【００４９】
　ここで、引き回しの詳細を述べる。一般にドライバーの両側にＣＯＭ端子があるため、
両側のドライバーのＣＯＭ端子からＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線を表示部外周に
引き回す。外周にぐるりと引き回す理由は表示部の両側からＣＯＭ＿１線に信号を供給す
ることにより、ＣＯＭ信号のなまりを低減するためである。引き回しについては、Ｐｅｒ
ｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線は、ゲート層でシール内に引き回す。シール内でＧ／Ｄ変
換を施し、データ層に変換する。シール外ではゲート層で引き回し、シール内でデータ層
に変換する理由は、シール外では、液晶等がないため、データ層上のパッシベーション膜
のみでは、パッシベーション膜にピンホールが開いていた場合、水などがピンホールを介
してデータ層で引き回したＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ層に接した場合、腐食などが起
こる可能性がある。一方、ゲート層で引き回した場合は、ゲート層上にはゲート絶縁膜と
パッシベーション膜の２層があるため、この２つの膜の同じ箇所にピンホールが開いてい
ない限りは、水の浸入は防げるからである。一方、シール内では、そのようなことが起こ
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らない。また、ゲート線も同様にゲート層にてドライバーから引き回すため、表示部内に
ゲート線を導入するには、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線をまたぐ必要がある。そ
のためにＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線をＧ／Ｄ変換してデータ層に変換して、デ
ータ層でＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線（Ｄ層）を引き回す。
【００５０】
　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線は、ＶＣＯＭ＿ＩＣから出力されるため、ＣＯＭ
端子やゲート端子よりも外側に配置される。そのため、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿
２線は、ゲート線の引き回しよりも表示部からみて外側に配置される。Ｐｅｒｉｐｈｅｒ
ａｌ＿ＣＯＭ＿２線はゲート層にて引き回す。そして、いったんドライバーと反対側に引
き回した後、シール部内でＧ／Ｄ変換を施し、データ層にて再度、ドライバー側に向かっ
て、Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２線（Ｄ層）として引き回す。また、Ｐｅｒｉｐｈ
ｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿２層（Ｇ層）の上で導電性シールを塗布し、反射部の基準線となる対
向側対向電極線に信号を供給する。そして、各ラインでＧ／Ｄ変換の後、ＣＯＭ＿２（ｍ
）線として、表示部内に導入される。
【００５１】
　図１０に、ＣＯＭ配線の時定数と横クロストークとの関係を示す。同図は、３．５”Ｑ
ＶＧＡ（２４０×３２０）パネルで、ＣｒメタルをＰｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線
として引き回したときの例である。Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ＿ＣＯＭ＿１線を外側に引き回
した場合、時定数は３５μｓとなり、クロストークが４％レベル発生する。これに対し、
内側に引き回した場合は２０μｓとなり、クロストークは２％レベルに低減していること
がわかる。
【００５２】
　ＶＣＯＭ－ＩＣは、透過ＣＯＭ信号のＤＣ成分をコンデンサーでカットし、反転させて
、必要に応じて電圧増幅する。ＶＣＯＭ－ＩＣは、反転ＣＯＭ信号のセンター値を、オフ
セット調整回路にて調整できるように構成される。一般に、透過、反射それぞれＣＯＭ信
号のセンター値が、フリッカミニマム電圧からずれると、フリッカが発生するが、これは
ＴＦＴリークの仕方や反射／透過のストレージ容量の差により、反射・透過それぞれフリ
ッカミニマム値がそれぞれ異なることが予想される。上記のように、透過ＣＯＭのＤＣ成
分をカットして入力し、反転ＣＯＭセンター値をオフセット調整回路で独立に調整できる
ことにより、フリッカが反射・透過共におきず、更に液晶にＤＣ成分がかからないために
焼きつきやシミに強い半透過型液晶表示装置が可能となる。
【００５３】
　以上の説明はゲートライン反転にて行ったが、反射部と透過部で別ストレージ電極を設
ける以外は、特許文献３で述べたドット反転駆動方法においても、適用することが可能で
あることはいうまでもない。また、図１１示す配置を行い、画素電極をゲートライン反転
、ＣＯＭ信号を透過、反射の一ラインごと、反転ＣＯＭ信号をそれ以外の透過、反射の一
ラインごとに接続し、ＣＯＭ信号／反転ＣＯＭ信号をフレーム反転してもよい。この場合
は、ＣＯＭ信号がフレーム反転のため、消費電力を小さくすることができる。
【００５４】
　次に、第１の実施例の製造方法について記す。ＴＦＴ基板については、特許文献２で述
べたプロセスと同様であるため、説明を省略する。対向基板の作成方法について、以下に
述べる。対向基板上にカラーフィルターと平坦化層を形成し、さらにその上に位相差板を
形成する。その形成方法は以下の通りである。平坦化層の上に位相差板の遅相方向を定め
る機能を有する水平配向膜を塗布焼成する。その上で、ラビング法または光配向法により
配向処理を行う。光硬化性液晶モノマーを配向膜上に塗布し、加熱形成する。これにより
、液晶モノマーは配向処理方向に配向する。次に、紫外光を照射して液晶モノマーを硬化
し、位相差板とする。塗布時の溶液濃度及び塗布条件を適宜調整して膜厚を調整し、位相
差板のリタデーションが４分の１波長になるようにする。
【００５５】
　続いて、位相差板を反射表示部のみに残す。位相差板の上にレジストを塗布して、反射
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部と同様の分布になるようにパターニングする。その後に、酸素プラズマでアッシングを
行い、レジストがない部分の位相差板を除去する。更に、対向電極となるＩＴＯを成膜し
、レジストを塗布し、パターニング、エッチングすることにより反射領域のみに対向電極
を形成する。ＩＴＯが位相差板をカバーするように設けた場合には、位相差板が液晶の組
み立て工程で配向膜の溶媒などにより劣化し、液晶パネルにムラ・シミが発生することを
抑えることができる。
【００５６】
　ここでは、位相差板をレジストにパターニングして形成したが、その他、位相差板に感
光性をもたせてパターニングしても同様の効果が得られる。また、上記では、対向電極と
位相差板は別パターニングしたが、対向電極をマスクに、位相差板を形成することも可能
である。以上の工程により、対向基板が形成される。引き続き、ＴＦＴ基板と対向基板と
に、それぞれ配向膜を配置し、透過領域の画素電極及び共通電極のくし歯電極に平行な方
向から、５°乃至３０°の角度を傾けた所定の方向に、液晶層がホモジニアス配向するよ
うにラビング処理をした後、ギャップ形成のためのスペーサーを散布し、液晶層が漏れな
いようにシールを形成した後、相互に向かいあうように張り合わす。その後、液晶を注入
して、パネルを切断、偏光板およびドライバーを貼り付けて液晶パネルが完成する。
【００５７】
　効果について説明する。反射部を縦方向電界モード、透過部を横方向電界モードで駆動
した場合に、従来反射部がオンオフしなかったが、λ／４位相差板を反射部に導入し、偏
光板の光軸と、液晶層の長軸を平行または直交に配置することで、反射部でも透過モード
でも動作するようになった。この場合、反射部はノーマリホワイト状態に、透過部はノー
マリブラック状態となるが、これを、「反転駆動方式」を適用することで、両者の表示を
一致させることが可能となる。また、反射部に縦方向電界モードを採用することで、高開
口率化が図れた。更に、反射、透過の画素電極設計を工夫したことにより、縦方向液晶モ
ードと横方向電界モードの境界が透過側に侵入する不具合を防ぐことができた。
【００５８】
　本実施例では、ストレージ電極を反射／透過共に透過用共通電極線に共通化するのでは
なく、第２共通電極をわざわざ設けて、第２共通電極と反射画素電極により反射ストレー
ジ電極を設け、第１共通電極と透過画素電極により透過ストレージ電極を設けた。これに
より、反射の表示品位を向上できた。また、本実施例では、周辺共通電極信号の引き回し
を工夫したことにより、透過モードでの表示品位が向上した。また、２つの共通電極の信
号電圧振幅及び信号中央値を独立に調整して、透過部、反射部共にフリッカを回避した。
【００５９】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて説明したが、本発明の液晶表示装置及び
端末装置は、上記実施形態にのみ限定されるものではなく、上記実施形態の構成から種々
の修正及び変更を施したものも、本発明の範囲に含まれる。例えば、λ／４位相差板１６
は、対向側偏光板１１と光学軸が４５度の角度で設置した例を示したが、１３５度であっ
てもよい。また、λ／４位相差板をλ／２位相差板とλ／４位相差板の２層にして広帯域
化してもよい。また、透過領域の画素電極と共通電極は同層でなくてもかまわない。上記
実施例では、透過部をＩＰＳ（In Plane Switching）モードを例に説明を行ったが、ＦＦ
Ｓ(Fringe Field Switching)モードにしてもかまわない。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】（ａ）は、本発明の一実施例の液晶表示を示す断面図、（ｂ）は、各部の光学軸
方向を示す図、（ｃ）は、動作状態を示す模式図。
【図２】変形例の液晶表示装置を示す断面図。
【図３】（ａ）～（ｃ）は、画素における液晶駆動状態を示す平面図。
【図４】液晶表示装置の画素の等価回路を示す回路図。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は、信号駆動波形を示す波形図。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は、信号駆動波形を示す波形図。
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【図７】（ａ）及び（ｂ）は、画素書込み後の信号駆動波形を示す波形図。
【図８】（ａ）及び（ｂ）は、各画素の駆動の様子を示す模式図。
【図９】共通電極配線引き回しの様子を示す図。
【図１０】共通信号配線の時定数と横クロストークとの関係を示すグラフ。
【図１１】（ａ）及び（ｂ）は、各画素の駆動の様子を示す模式図。
【図１２】特許文献２に記載の液晶表示装置における画素構成を示す図。
【符号の説明】
【００６１】
１１、１５：偏光板
１２：対向基板
１３：液晶層
１４：下部側基板（ＴＦＴ基板）
１６：λ／４位相差板
１７：凹凸膜
１８：反射板
１９：平坦化膜
２０、２２：画素電極
２１：対向電極
２３：共通電極
２４：反射領域
２５：透過領域
３１：ゲート線
３２：データ線
３３、３４：ＴＦＴ
３５：共通電極（反射ストレージ容量）
【図１】 【図２】



(15) JP 2008-287109 A 2008.11.27

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(16) JP 2008-287109 A 2008.11.27

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】



(17) JP 2008-287109 A 2008.11.27

【図１２】



(18) JP 2008-287109 A 2008.11.27

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　          　　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)           Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｈ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｅ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H092 GA12  GA14  HA03  HA05  JA24  JB14  JB69  NA01  PA02  PA10 
　　　　 　　        PA11  PA12  QA06 
　　　　 　　  2H093 NA16  NA31  NA32  NC34  ND04  NE03  NE04  NF04 
　　　　 　　  5C006 AA08  AC25  AC26  AC27  AC28  AF71  BB16  BB28  FA03  FA54 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB06  CC10  DD01  JJ03  JJ04  JJ05  JJ06 



专利名称(译) 液晶表示装置及び端末装置

公开(公告)号 JP2008287109A 公开(公告)日 2008-11-27

申请号 JP2007133432 申请日 2007-05-18

[标]申请(专利权)人(译) NEC液晶技术株式会社

申请(专利权)人(译) NEC LCD科技有限公司

[标]发明人 坂本道昭
森健一

发明人 坂本 道昭
森 健一

IPC分类号 G02F1/13363 G02F1/1335 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/133 G09G3/36 G09G3/20

CPC分类号 G02F1/133555 D07B7/02 D07B2301/258 G02F1/133504 G02F1/134363 G02F2001/133638 G02F2001
/134345 G02F2413/09 G09G3/3651 G09G3/3655 G09G2300/0456 G09G2320/0247

FI分类号 G02F1/13363 G02F1/1335.520 G02F1/1343 G02F1/1368 G02F1/133.550 G09G3/36 G09G3/20.680.H 
G09G3/20.621.B G09G3/20.624.D G09G3/20.642.E

F-TERM分类号 2H091/FA08X 2H091/FA08Z 2H091/FA12Y 2H091/FA15Y 2H091/FA41Z 2H091/FD09 2H091/GA02 
2H091/GA06 2H091/GA13 2H091/HA06 2H091/LA17 2H092/GA12 2H092/GA14 2H092/HA03 2H092
/HA05 2H092/JA24 2H092/JB14 2H092/JB69 2H092/NA01 2H092/PA02 2H092/PA10 2H092/PA11 
2H092/PA12 2H092/QA06 2H093/NA16 2H093/NA31 2H093/NA32 2H093/NC34 2H093/ND04 2H093
/NE03 2H093/NE04 2H093/NF04 5C006/AA08 5C006/AC25 5C006/AC26 5C006/AC27 5C006/AC28 
5C006/AF71 5C006/BB16 5C006/BB28 5C006/FA03 5C006/FA54 5C080/AA10 5C080/BB06 5C080
/CC10 5C080/DD01 5C080/JJ03 5C080/JJ04 5C080/JJ05 5C080/JJ06 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 
2H191/FA30Y 2H191/FA34Y 2H191/FB03 2H191/FB04 2H191/FC10 2H191/FD04 2H191/FD09 2H191
/FD12 2H191/GA19 2H191/HA15 2H191/JA03 2H191/KA05 2H191/LA22 2H191/NA13 2H191/NA14 
2H191/NA35 2H191/NA37 2H191/PA44 2H191/PA60 2H191/PA62 2H191/PA82 2H192/AA24 2H192
/BB03 2H192/BB33 2H192/BC24 2H192/BC64 2H192/BC72 2H192/BC74 2H192/BC82 2H192/CC22 
2H192/DA12 2H192/EA43 2H192/FA46 2H192/FA48 2H192/FA73 2H192/GD43 2H192/GD61 2H192
/JA03 2H192/JA33 2H193/ZA04 2H193/ZA08 2H193/ZA46 2H193/ZB09 2H193/ZC02 2H193/ZP03 
2H193/ZP04 2H193/ZQ16 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA30Y 2H291/FA34Y 2H291/FB03 
2H291/FB04 2H291/FC10 2H291/FD04 2H291/FD09 2H291/FD12 2H291/GA19 2H291/HA15 2H291
/JA03 2H291/KA05 2H291/LA22 2H291/NA13 2H291/NA14 2H291/NA35 2H291/NA37 2H291/PA44 
2H291/PA60 2H291/PA62 2H291/PA82

代理人(译) 稻垣清

其他公开文献 JP5013370B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够提供高反射对比度和高透射对比度的半透半反液晶显示装置。ŽSOLUTION：液晶显示装置包括反射
区域24和透射区域25.液晶驱动模式被设置为反射区域24上的纵向电场模式，并被设置为透射区域上的横向电场模式。在反射区域
24上，设置具有λ/ 4延迟的λ/ 4延迟板16。偏振片11的光轴被布置成与液晶层13的长分子轴方向平行或垂直。偏振片11的光轴与λ/ 
4延迟的光轴之间形成的角度。板16设定为45°或135°。在反射区域24上，入射光作为圆偏振光入射在液晶层13上，具有λ/ 4延迟板
16.由此，入射光对液晶长轴的配置角度的灵敏度丧失因此，即使当偏振片11与液晶的光轴平行/垂直时，也可以打开/关闭反射模
式。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/23af7abc-adfd-4ff2-8478-54ec5bf449d2
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040087711/publication/JP2008287109A?q=JP2008287109A



